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《学会および研究会報告〉
※表現学会
(68年5月12日,於新潟大学)
「語の意味 ・文の意味 ・文章の意味」
堀井令以知
※静岡県西部高校国語研究会
(68年6月23日,於浜名高校)
アラウマ
「遠江麗玉地方と万葉歌」 夏目 隆文
※ 日本言語学会
(68年10月20日,於大阪外国語大学)
「文字詞の性質」 堀井令以知
※村落社会研究会大会
(68年10月23日,於鎌倉)
「資本制漁業の展開と漁業村落の変容」
牧野 由朗
※人文地理学会
(68年11月2口,於京都大学)
「いわゆる新大陸原産農作物の巾国大陸への
伝播」 千葉 徳爾
※磐田市史談会
(68年11月17日,於磐田市立図書館)
「明治百年間に渉る郷土教育史管見」
鈴木 泰山
※磐田市内高校社会科研究協議会
(68年11月30日,於磐田東高校)
「中世に於ける郷土史について」
鈴木 泰山
〈現地調査〉
(A)東南アジア ・教育 ・産業開発調査
67年12月 より68年2月 へかけて,松
下所員は愛知教育大学主催の東南アジア ・教
育 ・産業開発調査に参加 し,ヒマラヤ山系諸
民族の茶の飲み方及び作り方,日 本との関連
性を明らかにした。
(13)万葉集防人歌の基礎的研究
68年2月より夏目所員は,遠江,駿 河地
方を中心に所在不詳とされていた万葉集巻20
防人歌所見の(4322)若倭部身麻呂,(4338)
生部道麻呂,(4339)刑部r'麻呂,(4344)
商長 首麻呂の居地をほぼ確実に推定 した。特
に(4338)の〈牟良 自が磯〉の所在は諸書に
は何れ も不明とされていたものである。
(C)背振山綜合調査
68年3月25～31日,松 下所員は愛知
教育大学神谷平氏 らとともに,佐 賀県神崎郡
背振山系の茶およびサザンカの分布 と変異の
状況調査をおこな った。
(D)地理学現地調査
千葉(徳)所員は,蒲 郡市一帯の三河地震痕
跡調査のため4月 か ら6月へかけて,ま た,
多目的ダム上流域の山地崩壊および河谷堆積
状態の調査のため長野県南安曇郡梓川上流,
同木曽郡王滝川上流,同 上伊那郡三峯川上流
地域を7月 から9月へかけてそれぞれ踏査 し
た。
(E)駿豆禅宗教団史の基礎史料採訪調査
鈴木(泰)所員は駿豆禅宗教団史の基礎史料
採訪のたあ,他1名 とともに,駿 河 臨済寺
(4月28,29日),伊 豆国清寺,修 禅寺
(8月20～22日)を 調査し,江戸中期本
末帳,国 清寺縁起,修 禅寺文書他多数の撮影
をおこなった。
㈲ 歴史地理調査研究
68年5月 より6月へかけて,鈴 木(泰)所
員は史学科生数名とともに,尾 張佐尾街道,
9?
小牧長久手合戦,尾 北新田開発水路の研究の
ため現地を踏査 し,地勢現況等の撮影を中心
とした現地調査をおこなった。
このうち,小牧長久手合戦の研究結果は本
輯に掲載されている。
(G)遠洋漁村の家族構造と村落調査
68年7月19～22日,中 田,後藤両所
員は社会学科生,奈 良女子大生 ら12名 とと
もに三重県度会郡南勢町相賀浦一帯の家族構
造と村落についての社会学的調査をおこなっ
た。
(H)韓国の茶業の現状調査
68年8月10～20FI,松下所員は愛知
教育大学神谷平氏らとともに韓国に於ける茶
業の現状と その歴史,飲 茶風俗と 日本の 関
係を明 らかにするための現地調査をおこなっ
た。現在報告書作成の段階である。
(1)漁業村落の変容にかんする調査
68年8月～9月 へかけて,牧 野所員は社
会学科生数名とともに三重県度会郡南勢町田
曽における漁業関係資料の蒐集および世帯,
船主経営などの実態,遠 洋(かつお,ま ぐろ)
漁業のむらの変容にかんするFl一会学的調査を
おこなった。
「平清盛仮名書状」かな研究33号(68年
10月)
○榊原淳一郎所員
「二川宿について」向陵(68年11月)
○中田実所員
「現代批判の社会学」(共 著)汐 文社(68
年5月)
「社会学における研究の動向」村落社会研究
第4集(68年10月)
○夏目隆文所員
「防人群像」静岡新聞(68年9月 ～10月,
20回連載)
○堀井て〉以知所員
「一般言li∠}学研究の動向と方法について」愛
知大学文学論叢35号(68年1月)
「語の意味について」表現研究8号(68年
9月)
「複合語に関辿して」 ロマンス語研究3号
(6841三10/ヨ)
○牧野山朗所員
「社会学への招待」(共 著)誠 信書房(68
年4月)
「海女」社会科学大辞典第1巻(68年3月)
〈昭和43年 度研究所組織〉
〈著書 ・論文〉(「 」は著書,「 」は論文)
○久曽神昇所員
『後撰和歌集(雲 州本)と 研究」(共 著)未
刊国文資料刊行会(68年2月)
「国文学の教養」風媒社(68年5月)
「平安時代仮名li:状の研究』風間書房(68
年10月)
「源氏物語の消息」愛知大学文学論叢35輯
(68年1月)
「世尊寺伊行自筆源氏物語釈 」かな研究30
号(68年1月)
「文泉抄紙背文書」かな研究31号(68年
4月)
「藤原定家自筆中殿御会和歌」『かな研究32
号(68年7月)
所 長
所 員
運営委員
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久曽神 昇
浅若 晃
川越 淳二
見城 幸雄
近藤 恒二
榊原淳一郎
島本彦次郎
鈴木 中正
中田 実
夏目 隆文
牧野 由朗
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
近藤 俊夫
佐 木々忠夫
鈴木 泰山
千葉 徳爾
中出 惇
堀井令以知
松下 智
(庶務)島 本彦次郎
(企画)歌 川 学
(資料)川 越 淳二
(編集)堀 井令以知
事務嘱託 伴 佳子
<所員会議ノ
68年5月30日 所員会議を開催。昭和42
年度決算報告を承認し,昭和43年 度予算案
を決定 した。
任期満了にともなう,所長,運 営委員改選
の結果,所 長には久曽神昇,運 営委員には歌
川学,川 越淳二,島 本彦次郎,堀 井令以知の
所員がそれぞれ再選された。
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